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天 然にビ タミンBi 分解因子とし て,   V.Bi 分解 酵素以



外に非酵素性の耐熱 因子が存在し ，その一つとされるタ

ンニンは,   V.Bi と反 応し て一部分解生成物を生じ, 他の

大部分は生理的に不活性なも のに直接分解 されるとい う

ことが明らかにされてい る。 このことはタンニン含有食

品とV.Bi 含 有食品 とを 混食 する際 に,V.Bi がタンニン

によ り分解されるのではないかとい う懸念を生じ，タン

ニン含有食品の代 表的 な一つである茶は日本人の多 くが

愛飲するところから，茶のタンニンとV.Bi との関係に

つい て検討 することは意義あることである。更にタ ンニ

ンにより不顕化された Ｖ､Bi が,果たし てV.Bi 効果を有

し ない分解物質に移行してしま った のか，そ れともタン

ニンとV.  Bi とが結合し て従来の方法では測定でき なく

なっ たも のかを知 リた く思い，こ の実験 を試 みた。

結晶V.  Bi溶液にタンニン酸を添加し，作用条件 の相

違によるV.Bi の不顕化率，並びに茶 のタンニン浸出液

で Ｖ.BI の不顕化状況を調 べ，次いで， タンニン酸 によ

り不顕化 され たV.  Biが，タ ンナーゼ， タカジアスター

ゼ等 の酵素 作用に より再び遊離 され るか否 かについ て検

討し た。

そ の結果， タンニンにより不顕化 されたV.Bi は， ク

ンナーゼ等 の酵 素添加 により相当量が遊離されることか

ら，V.Bi がタンニ ンにより分解し たものとは考え難 く，

V.Bi －タンニン結合 物の形 になったために，V.Bi とし て

測定でき なくな ったので はない かと推 察される。
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